平成2７年度四国ブロックスポーツ少年団軟式野球交流大会
第3７回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会四国予選会実施要項
1　趣　　旨　　四国ブロックスポーツ少年団が軟式野球の交流を通じて相互の親睦と理解を深め、
スポーツ少年団の活性化を図ることを目的とする。
2　主　　催　　公益財団法人日本体育協会日本スポーツ少年団
四国ブロックスポーツ少年団連絡会議
3　主　　管　　愛媛県スポーツ少年団・愛媛県軟式野球連盟・松山市軟式野球連盟
4　後　　援　　愛媛県教育委員会
5　期　　日　　平成27年7月4日（土）～5日（日）
6　会　　場　　マドンナスタジアム

愛媛県松山市市坪西町625番地1　Tel：089-965-3000
　　　　　　　 　伊予市しおさい公園野球場

愛媛県伊予市森甲91-1　Tel：089-982-2367
7　参加資格
(１)指導者（代表指導者・引率指導者）
大会開催年度にスポーツ少年団登録をしている有資格指導者（認定員又は認定育成員）。
(２)団員

大会開催年度にスポーツ少年団登録をしている平成27年4月1日現在小学校4・5・6年生。
(３)高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会に参加する単位団とその構成員は全国スポーツ少年団軟式
野球交流大会へ出場することはできない。
8　参加者及びチーム編成
(１)指導者は代表指導者（監督）1名、引率指導者1名の計2名とする。
(２)団員は計14名までとする。
(３)大会参加者(指導者・団員)は同一の単位団所属であること。
９　ベンチ入り人員
(１)代表指導者、引率指導者及び団員14名の他に、指導者（コーチ）２名以内、スコアラー１名、
熱中症対策スタッフ２名以内のベンチ入りを認める。（熱中症スタッフ２名については、スポーツ少年団登録者でなくても参加可）
(２)スコアラーを必要とする場合は１名のみベンチ入りを認めるが、団員以外とし、シートノック

やマネージャー行為など、記録に関すること以外の行為は認めない。
(３)スコアラー及び熱中症対策スタッフの服装は私服とする。
(４)スコアラー、熱中症スタッフを加えたベンチ入り最大総数は２１名とする。
10 参加チーム
各県2チームとし、1チームは四国予選会（Ａゾーン）、他の1チームは交流大会（Ｂゾーン）
に出場する。
11 競技方法
Aゾーン、Bゾーンに分けて試合を行い、Aゾーン出場チームで第37回全国スポーツ少年団軟
式野球交流大会四国予選会を兼ねて試合を行う。また、全試合7回戦とする。
(１)Aゾーン
　　 香川県・高知県・愛媛県の代表チームによる総当りリーグ戦方式で１位～３位を決定する。
　　 但し、同率となった場合は、以下により順位を決定する。

（２）
　　 ①得点の多いチームを上位とする。

　　 ②失点の少ないチームを上位とする。

　　 ③得失点差により得点数の多いチームを上位とする。

　　 ④抽選とする。

　　 （注）上記の①～③は特別延長戦における得点及び、失点は含まないものとする。

　(２)Bゾーン

　　 トーナメント方式で３位決定戦を行う。

12 競技規則
(１)2015年度「公認野球規則」及び（公財）全日本軟式野球連盟発行「競技者必携／学童野球に
関する事項」による。　
(２)試合球は（公財）全日本軟式野球連盟公認Ｃ号球とする。
13 参加申込
(１)申込期限

別添申込書に必要事項を記入し、6月12日（金）必着にて申し込むこと。
(２)参加先
　　　〒790-0843　愛媛県松山市道後町２丁目９－１４　ひめぎんホール別館内

公益財団法人愛媛県体育協会　愛媛県スポーツ少年団まで
TEL：089-911-1199　FAX：089-911-0234
14 組合せ　 監督・主将会議の席上で抽選を行う。
15 監督・主将会議
(１)日　時　　平成2７年7月4日（土） ８:００～
(２)場　所　　坊っちゃんスタジアム：第５会議室
16 開会式
(１)日　時　　平成27年7月4日（土） ８:４０～
(２)場　所　　マドンナスタジアム　≪雨天時：坊っちゃんスタジアム屋内練習場≫
17 交流会について
7月4日（土）の試合終了後にウェルピア伊予体育館にて行いますので必ずご参加ください。
尚、各チームにチーム紹介等を含めて5分程度の出し物の準備をお願いします。
18 宿泊について
　(１)宿　舎　　ウェルピア伊予　伊予市下三谷1761-1
　　　　　　　　　TEL：089-983-4500　FAX：089-983-5729
　(２)宿泊料　　大　人　7,000円（１泊２食・消費税込み）
小学生　6,500円（１泊２食・消費税込み）
(３)上記宿舎は、代表指導者、引率指導者及び選手１４名の宿泊先ですが、宿泊の有無は自由とし

ます。

(４)コーチ、熱中症スタッフ、スコアラー、応援者の宿泊については各自でご手配いただくか、下
記旅行会社へ直接お問合せ・申込みをお願いします。但し、宿泊料等は宿舎により異なります。
19 参加費　 1チーム3,000円（当日、受付にて徴収します。）
20 その他
(１)チームは全員スポーツ安全保険に加入のこと。
(２)団員は団員章、代表指導者、引率指導者及びコーチは指導者章を付けること。
(３)開会式にはスポーツ少年団旗（単位団旗）・プラカードを持参のこと。
(４)試合時間は90分を過ぎて新しいイニングへ入らないものとする。
(５)試合前のシートノックは行わない。
(６)7回戦とし、得点差によるコールドゲームは採用しない。
（３）
(７) 投手の投球制限については、肘、肩の障害防止を考慮し、１日７イニングまでとする。
　　但し、特別延長戦の直前のイニングを投げ切った投手に限り、１日最大９イニングまで投球す

　　ることができる。

　　尚、投球イニングに端数が生じたときの取り扱いについては、3分の１回（アウト１つ）

未満の場合であっても１イニング投球したものとして数える。
(８)7回を終了または規定の時間を過ぎて同点の場合は、特別延長戦を２イニングまで行い、勝

　　敗が付かない場合は抽選を行う。（※決勝戦も抽選を行う。）
(９)捕手は必ず公認のマスク・レッグガード・スロートガード・プロテクター・ヘルメット及び、
　　ファウルカップを着用のこと。
(10)打者・次打者・走者・ベースコーチは、公認の耳着きヘルメットを着用のこと。
(11)鉄パイプ・リングは事故防止のため、会場内への持ち込みを禁止する。
(12)団員（選手）の背番号は0番から26番までとし、監督30番、コーチ28・29番、主将10
番とする。
(13)ベンチは組合せの若番を一塁側とし、定められた者以外は入場できない。
(14)試合中の攻守交代は、駆け足で速やかに行うこと。
(15)選手の交代は主将または監督より申し出があり、審判員の宣告があって実施する。
(16)試合中、監督はグラウンドに入って指示をあたえることができる。
(17)試合中の審判員の判定に対する申し立ては、監督・当該選手に限る。ただし、セーフ・アウト・
フェアー・ファール・ストライク・ボールの宣告に対しては認めない。
(18)投手・捕手間16メートル、塁間23メートルとする。
(19)応援席で鳴り物（太鼓・メガホン等）を使用しての応援は一切禁止とする。ベンチ内でのメガ
ホンの使用は１個のみとし監督に限り認める。
(20)チームに関わる者が学童野球の主旨に反したり、審判や選手を中傷するような野次等があった
場合は、その者を退席させたり試合を中断する場合がある。
(21)雨天の場合も予定どおり監督会議及び、開会式を行う。
(22)試合前もしくは試合途中による雨天時の判断については、審判団によるものとする。
(23)試合途中、雨天で屋外が続行不可になった場合、中断された箇所から再開する特別継続試合を
行う場合がある。

〈荒天時の連絡及び問合せ先〉
　　・松山市軟式野球連盟　　　　・・・仙波規孝　携帯：090-1000-2700
・愛媛県スポーツ少年団事務局・・・重松泰雅　携帯：090-5916-7958

（４）
この事業は公益財団法人スポーツ安全協会の助成を受けて開催するものです








